
 

大正15年の噴火から90年が経過した現

在、十勝岳の山麓に位置する美瑛町には実り

豊かな田園と自然景観が広がり、雄大で美し

い風景を求めて、国内外から大勢の観光客が

訪問するまでになりました。 

十勝岳の噴火周期は、歴史的見地から

30 年から 40 年といわれておりますが、昭

和 63 年の噴火から 29 年を経過した現在、

火山活動を今なお活発化させており、いつ噴

火の兆候があらわれても不思議ではありま

せん。 

これまでの火山災害の教訓や、現在も進め

られている砂防対策等を踏まえ、噴火に備え

た取るべき行動について考え、火山災害に対

する意識を高めていただく機会となるよう、

本講演会を開催します。 

日   時 

会   場 

主 催：美瑛町 

後 援：北海道開発局旭川開発建設部 

    旭川地方気象台 

    上川中部森林管理署 

北海道上川総合振興局 

        十勝岳ジオパーク推進協議会 

問合せ：美瑛町総務課（92-4316） 

◆◇◆◇◆ プログラム ◆◇◆◇◆ 

・十勝岳の現状について            解説：旭川地方気象台 

・十勝岳の治山事業（火山対策）について    説明：上川中部森林管理署 

 

【講師の主な委員経歴】 

北海道道路管理技術センター 道路管理技術委員会委員 ・ 北海道開発局 道路防災ドクター ・ 北海道

防災会議火山専門委員 ・ 気象庁 火山噴火予知連絡会委員 ・ 気象庁 火山活動評価検討委員会委員 

・ 鉄道運輸機構 北海道新幹線機械化施工委員会委員 ・ 十勝岳火山防災協議会委員 

・講演 「十勝岳の噴火災害の軽減に向けて」 

講師：北海道大学大学院 理学研究院 教授 

                  中川 光弘 氏 

 入 場 無 料 


